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1. はじ めに
江の川はかつて舟運によ っ て陰陽を結ぶ大動脈の役割を果たし ていて、

江津―三次 153km間は文化的、経済的に強く 結ばれていた。し かし ながら
交通機関の近代化と と もにそ の役割は大き く 変遷を し ていっ た。沿線の道

路が整備さ れ、 さ ら に鉄道が昭和 年12 に江津―浜原間が三江北線と し て
開通し てから 舟運は完全に無く なっ た。合わせて電源開発が進めら れ、地

域では「 鉄道かダ ム建設か」 で議論が二分し た。本報文は江の川下流域の

電源開発について述べたものであり 、三江線と と もに江の川に架かる橋梁

群の整備と の関連性の理解に多少でも役立てれば幸いである 。

2. 電源開発の歴史
江の川支川では大正年間から 出羽川、 粕淵第一など出力数百 kW規模の

発電所が造ら れてき た。本川でも特に美郷町地内では地形的に適地である

こ と から 多数計画さ れてき たが世界同時恐慌など もあり 実現し なかっ た 。

そ の後終戦後に電源開発の必要性が増大し たこ と から 、江の川水系が再び

脚光を浴びてきた。 昭和 26年には 60億㎥貯留の桜江ダ ム、 27年には中
国電力による出力 14万 kWの発電計画、 30年には旧大和村高梨地区に電
源開発会社による高さ 94m、 出力 9万 kWのダ ム計画が持ち上がっ た。 こ
のう ち高梨ダ ムは水没家屋 7百戸、工事中の三江南線が 8kmにわたり 水没
する と いう も のであり 、こ れの反対運動など もあっ て三江南線の開通は昭

和 38年と なっ た 。 完成し た主要な発電所は次表のと おり である 。
表 主要 1 な発電所

発電所名 ダ ム名 経営主体 最大出力 kW 開始年月

粕淵第二 早水川取水 中国電力 1,200 昭和 2年 5月
明塚 浜原 中国電力 25,000 昭和 28年 11月
潮 来島 中国電力 36,000 昭和 31年 4月
八戸第一 八戸 島根県 6,300 昭和 33年 1月
八戸第二 八戸 島根県 2,500 昭和 51年 4月
主要3. な発電所

）1 明塚発電所

江の川は美郷町浜原付近で大き く 屈曲し 、 地形的・ 地質的に発電に最

適地であっ た。 明塚発電所は浜原ダ ムで取水し 1, 172mの内径 6. 6mの圧
力ト ン ネルによ り 27. 14mの落差を利用し て最大出力 25, 000kWの大容量
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低落差の代表的な発電所である 。 浜原ダ

ムは堤高 19m、 堤頂長 361.4m、 堤体積 5 
万㎥、 12門のロ ーラ ゲート を持つ重力式
ダ ムである 。 総貯水容量 11,200千㎥、 有
効貯水容量 2,600千㎥、 最大使用水量 110㎥/ Sで、 2年の工期で昭和 28
年 11月に完成し ている 。 建設には右岸側に仮設備を設け、 固定式ケーブ
ルク レ ーン を使用し 、半川仮締切方式を採用し て施工し たと 推定さ れる 。

こ の頃には都賀行大橋は既にあり 吊橋であっ たこ と がわかる 。

）2 潮発電所

神戸川水系の来島ダ ムから 取水

し 、 わずか 10kmの導水で 278mの
高落差が得ら れる こ と を利用し美

郷町潮地区に昭和 年 月31 4 に潮発

電所が建設さ れた。 ト ン ネル内径

は 3. 1m、 最大使用水量 15㎥/ S、
最大出力 36, 000kWの規模で、 浜原
ダ ム湖を調整池と し て利用し ている 。

おわり に4.  
三江線は浜原ダ ム付近では建設の重複を避けて江の川を離れて大き く

山側に迂回し ている 。こ のよ う に電源開発と の紆余曲折のため三江線が全

線開通し たのは江津―浜原間が開通し てから 38年後の昭和 年 月50 8 であ

っ た 。 ま たこ の間粕淵地区と 大田市を結ぶ「 大滝線」 敷設計画もあっ た 。

こ のよ う に電源開発計画と 三江線の誘致は当時のこ の地域を揺るがし た

大問題であっ た。そ れと 同時に交通手段も渡船から 永久橋の建設に移行し

ていっ たが、 こ れもま た洪水によ る流出と 再建の歴史であっ た 。

参考文献：「 羽須美村誌下巻」、「 大和村誌下巻」、「 邑智町誌下巻」、「 川本町

誌」、「 桜江町誌」、「 ダ ム年鑑 年度版2007 」、「 浜原今昔物語」

写真 3 潮発電所

写真 1 浜原ダ ム下流側全景

写真 2 建設中の浜原ダ ム
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